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1月15日(金)、成人の日に、市内でも成人式が聞かれました。

今年は、地域の中で祝福される成人式になるよう、 19年振りに分散方式で開催。

中学校の通学区を基本に、中央、西部、城南・川西、上野が丘、塩田の公民館地区

ごと5会場で、市内出身のミュージシャンらによるギター、サクソホンなどのミニ

コンサートと祝賀式典が行われましたO

今年、全国で成人式を迎えた人は推計170万人。市内では、 1642人の新成人が誕

生しました。おめでとうございます。皆さんのご活躍を期待します。

可広
C報 -
回

「

-・・・・・
。

‘ 
刃 、、
同

「

‘ 司

)> 

→ 平成11年
[1999J 

No.1264 

。
! z 

ω • ーー」‘ 
C 

-上田市役所(固@4100)
問(困(4100)
闇市政提言電話(国(2539)
闇市政提言FAX(困@5111)

U 則市長への電子メ ール
mayor@city.ueda.nagano.jp 

Bインターネット上田市のホームページ
)> URL http://www.city.ueda.nagano.jp/ 

圃データ(1月1日現在)
人口 122，563人(-3D
男 60，165人(-27) 
女 62，398人(-4) 
世帯 43，960 (-9 ) 

外国人登録者数 2，742人(一30)
男1，518人(-10) 
女 1，224人(-20) 



使
用
期
聞
は

3
月
間
目

5
9
月
日
日

国の緊急経済対策の一環として、地域振興券の交付が行わ

れることになりました。地域振興券交付事業は¥若い親のj言.

の子育てを支援し¥老齢福祉年金等の受給者や所得が低い高

齢者層の経済的負担を軽減することにより、個人の消費の喚

起と地域経済の活性化を図り¥地域振興に資することを目的

として上田市が発行するものです。『広報うえだj 1月16日

号でもお知らせしましたが¥地域振興券の内容について皆さ

んの質問にお答えします。

固
ど
ん
な
人
に
交
付
さ
れ
る
の
で
す
か
0

・a対象
と
な
る
の
は
、
平
成
日
年

1
月

1

・
E
日
に
お
い
て
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
か
た
で
す
。

①
日
歳
以
下
の
児
童
が
い
る
世
帯
主
の
か
た

②
老
齢
福
祉
年
金
等
の
受
給
者
等

ア
次
の
い
ず
れ
か
の
年
金
ま
た
は
手
当
を

受
給
で
き
る
か
た

老
齢
福
祉
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
等
・

遺
族
基
礎
年
金
等
・
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
・
福
祉
手
当
(
経
過
措

置
分
)
・
原
爆
被
爆
者
諸
手
当

た
だ
し
、
障
害
基
礎
年
金
等
、
遺
族
基

礎
年
金
等
の
受
給
者
の
一
部
の
か
た
は
、

受
給
者
お
よ
び
受
給
者
を
扶
養
し
て
い
る

か
た
が
個
人
の
市
町
村
民
税
(
所
得
割
、

均
等
割
)
非
課
税
の
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

イ
生
活
保
護
の
被
保
護
者
、
社
会
福
祉
施

設
の
措
置
入
所
者
等

③
何
歳
以
上
の
市
町
村
民
税
(
所
得
割
)
非
課

税
の
寝
た
き
り
の
か
た

た
だ
し
、
本
人
が
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
扶
養
者
が
市
町
村
民
税
(
所
得
割
)
非

課
税
の
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

④
閃
歳
以
上
の
個
人
の
市
町
村
氏
税
(
所
得
割
、

均
等
割
)
非
課
税
の
か
た

た
だ
し
、
本
人
が
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
扶
養
者
が
個
人
の
市
町
村
民
税
(
所
得
割
、

均
等
割
)
非
課
税
の
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

園
券
は
ど
う
し
た
ら
も
ら
え
る
の
で
す
か
0

・a①の
か
た
へ
は

3
月
中
旬
に
地
域
振
興

-E券を
直
接
郵
送
い
た
し
ま
す
。

②
;
④
の
該
当
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
た
に

は

2
月
上
旬
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て
¥
申
請

い
た
だ
い
た
か
た
に
つ
い
て
は
審
査
の
上

¥
3

月
中
旬
に
地
域
振
興
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

回

交

付

さ

れ

る

券

は

い

く

り

で

Zo

-

-

ー

人

に

つ

き

2
万
円
で
、

-Eが交
付
さ
れ
ま
す
。

千
円
券
初
枚

固

ど

こ

の

お

庖

で

使

え

ま

す

か
o

-a上
岡
市
内
に
あ
る
お
庖
の
う
ち
「
特
定

-E事業
者
」
と
し
て
上
田
市
に
登
録
さ
れ
た

お
庖
で
使
え
ま
す
。
券
が
使
え
る
お
庖
に
は
、

特
定
事
業
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
ス
テ
ッ
カ
ー

を
掲
示
し
ま
す
。

園
券
が
使
え
な
い
品
目
は
あ
る
の
で
す
か
o

[2J 

-a国
や
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
払
い
、
有

-E価証
券
、
商
品
券
、
プ
リ
ぺ
イ
ド
カ

l
ド、

切
手
、
官
製
は
が
き
な
ど
の
購
入
、
出
資
や
債

務
の
支
払
い
な
ど
に
は
使
え
ま
せ
ん
。
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ヨ
券
の
使
え
る
期
間
は
ど
の
く
ら
い
で
す

・・・・園高
M

-
a
3月
日
日
か
ら

9
月
日
日
ま
で
の

6
か

-E月間
で
す
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
券
は

使
え
ま
せ
ん
。

司

令

買

い

物

を

し

た

場

合

、

釣

り

銭

は

'E・も
ら
え
ま
す
か
。

-aも
ら
え
ま
せ
ん
。
釣
り
銭
の
な
い
よ
う

-Eに、
ま
た
は
現
金
を
足
す
な
ど
し
て
上
手

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

-a券を
他
人
に
譲
る
こ
と
は
で
き
る
の
で

，
‘
す
か
。
-a券
の
譲
渡
、
交
換
、
売
買
は
禁
止
さ
れ

-Eてい
ま
す
。
ま
た
、
券
を
使
う
こ
と
が
で

き
る
の
は
本
人
や
そ
の
代
理
人
・
使
者
に
限
り

ま
す
。

司
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
場
合

'E圃に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

-a転
入
前
の
市
町
村
か
ら
証
明
書
を
発
行

・
E
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
、
地
域
振
興
券
交

付
事
業
推
進
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

園
特
定
事
業
者
登
録
説
明
会

マ
と
き

2
月
刊
日
側
午
後

2
時
j
・

7

時
j

マ
と
こ
ろ
市
民
会
館
大
ホ

l
ル



上
田
市
特
定
事
業
者
募
集
要
項

地
域
振
興
券
の
使
え
る
お
庖
(
特
定
事
業
者
)
を
募
集
し
ま
す
。

特
定
事
業
者
の
登
録
申
請
は
¥
で
き
る
だ
け

2
月
刊
日
ま
で
に
ノ

回

登
録
資
格

上
田
市
が
発
行
す
る
地
域
振
興
券

を
取
り
扱
う
事
業
者
(
以
下

「特
定

事
業
者
」
と
い
い
ま
す
)
と
し
て
登

録
で
き
る
事
業
者
は
、
営
業
す
る
庖

舗
等
の
所
在
地
が
上
田
市
の
区
域
内

に
あ
る
事
業
者
で
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
り
、
地
域
振
興
に
資
す
る

と
認
め
ら
れ
る
事
業
を
営
む
事
業
者

で
す
。
例
と
し
て
、
小
売
業
、
飲
食

業
、
サ

ー
ビ
ス
業
、
運
輸
通
信
業

(
旅
行
業
を
含
む
)
等
で
す
。
た
だ

し
、
地
域
振
興
券
は
、
次
の
品
目
・

取
引
に
つ
い
て
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ア
国
や
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
払

い
(
水
道
料
金
、
市
の
施
設
使
用

料
、
宝
く
じ
等
)

イ
有
価
証
券
、
商
品
券
、
プ
リ
ぺ

イ
ド
カ

l
ド
、
切
手
、
官
製
は
が

き
の
購
入

ウ
出
資
や
債
務
の
支
払
い

園
特
定
事
業
者
の
登
録
方
法

ω特
定
事
業
者
の
登
録
を
行
お
う
と
す

る
事
業
者
は
¥
特
定
事
業
者
登
録
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
¥
上
田

市
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ω特
定
事
業
者
の
登
録
申
請
の
期
間
は
、

平
成
什
年
2
月
1
日
か
ら
平
成
け
年

8
月
引
日
ま
で
で
す
。

園

登

録

川
上
田
市
は
、
固
に
よ
り
申
し
込
み
の

あ
っ
た
事
業
者
が
登
録
資
格
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
登
録
を
し
ま
す
。

ω上
田
市
は
、
登
録
を
し
た
特
定
事
業

者
に
対
し
て
特
定
事
業
者
登
録
証
明

書
お
よ
び
特
定
事
業
者
で
あ
る
こ
と

を
示
す
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、

2
月
刊
日
ま
で
に
申
請
を
し

て
い
た
だ
い
た
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

審
査
の
上
、
交
付
開
始
日
ま
で
に
特

定
事
業
者
登
録
証
明
書
お
よ
び
特
定

事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
ス
テ
ッ

カ
ー
を
交
付
し
ま
す
。

間
上
田
市
は
、
特
定
事
業
者
の
登
録
簿

を
作
成
し
、
公
示
し
ま
す
。

園
地
域
振
興
券
の
取
り
扱
い

特
定
事
業
者
は
、
地
域
振
興
券
を

持
参
し
た
人
(
交
付
を
受
け
た
本
人
、

そ
の
代
理
人
お
よ
び
使
者
に
限
り
ま

す
)
に
対
し
て
、
地
域
振
興
券
の
交

付
開
始
日
か
ら

6
か
月
間
に
限
り
、

券
面
記
載
額
相
当
の
物
品
の
販
売
、

貸
付
ま
た
は
役
務
の
提
供
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

園
地
域
振
興
券
の
換
金
方
法

川
上
田
市
が
定
め
る
取
次
金
融
機
関
に

地
域
振
興
券
を
持
参
し
、
窓
口
で
特

定
事
業
者
登
録
証
明
書
を
提
示
し
、

地
域
振
興
券
に
換
金
請
求
書
を
添
え

て
、
換
金
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

凶
換
金
の
申
出
期
限
は
、
地
域
振
興
券

の
交
付
期
間
満
了
の
日
か
ら
起
算
し

て
3
か
月
以
内
で
す
。

問
地
域
振
興
券
の
換
金
は
、
毎
月
市
長

が
定
め
る
日
に
お
い
て
、
各
特
定
事

業
者
の
預
金
口
座
へ
振
り
込
む
方
法

に
よ
り
行
い
ま
す
。

固
特
定
事
業
者
の
責
務

山
特
定
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
特
定
事
業
者
で
あ
る
こ
と
が
市

民
に
分
か
る
よ
う
、
見
や
す
い
場

所
に
上
田
市
が
交
付
す
る
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

イ
地
域
振
興
券
の
受
け
取
り
を
拒

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

偽
造
さ
れ
た
も
の
と
分
か
る
地
域

振
興
券
や
大
量
に
持
ち
込
ま
れ
た

地
域
振
興
券
な
ど
不
正
に
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合

に
は
、
受
け
取
り
を
拒
否
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
場
合
は
、
そ
の
事

実
を
上
田
市
に
通
報
し
て
く
だ
さ

ウ
地
域
振
興
券
を
受
け
取
っ
た
場

合
は
、
再
流
通
を
防
止
す
る
た
め
、

点
線
か
ら
切
り
離
す
と
と
も
に
券

裏
面
に
特
定
事
業
者
の
住
所
お
よ

び
氏
名
を
-記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

ω特
定
事
業
者
が
次
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
上
田
市
は
当
該
特
定
事
業
者

の
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ア
こ
の
要
項
に
違
反
す
る
行
為
を

行
っ
た
場
合

イ
虚
偽
の
申
請
に
よ
り
特
定
事
業

者
の
登
録
を
受
け
た
場
合

圃
交
換
、
譲
渡
お
よ
び
売
買
の
禁
止

特
定
事
業
者
は
、
地
域
振
興
券
の

交
換
、
譲
渡
お
よ
び
売
買
を
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

園

経

費

の

負

担

登
録
の
申
請
お
よ
び
地
域
振
興
券

の
取
り
扱
い
を
行
う
に
当
た
っ
て
要

す
る
経
費
は
、
特
定
事
業
者
の
負
担

と
し
ま
す
。

| 地域振興券交付事業の主な流れ f 

1・ . ..................~M ・ E ・. 取次金融機関 |上田市

⑦
地
域
振
興
券
の
提
出

③
口
座
振
替

③
登
録

の

応

募

¥

¥

¥

央
¥
¥

④
登
録

証

明

書

、

¥

、

¥
¥
¥
 

|特定時帰動|‘ ⑤物品・サービス
惨

⑥地域振興券による購買

-
特
定
事
業
者
登
録
申
請
書
地
域
振
興
券
交
付
事
業
推
進
事
務
局

(
市
役
所
本
庁
舎

4
階
)
、
豊
殿
・
塩
田
・
川
西
の
各
支
所
、
上
田
商

工
会
議
所
、
上
田
市
塩
田
商
工
会
、
川
西
商
工
会
に
あ
り
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
地
域
振
興
券
交
付
事
業
推
進
事
務
局
(
固
⑫
5
2

4
5
)
 

①
地
域
振
興
券
の
交
付

住民(交付対象者)
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¥.¥¥¥¥ 

地区 担当地区 氏名 電話 地区 担当地区

鎌 原 土 屋 {呆 22-8978 半 過

西 目指 春日美枝子 22-2910 辺111 干高 田

来月 町 宮津八江子 22-0368 
泉田

τEt コ 田

諏訪部 田村英子 25-0337 τEtコ- 田

西 生 塚 宮川智子 23-2129 主任児童委員

常磐町 久保喜三男 22-4906 大 屋

緑が丘 成;畢文雄 22-1673 大 屋

新 屋 森泉津や子 27-0129 石 下

新 屋 山岸国雄 22-4355 上青木

緑が丘北 金井普子 23-1588 ネ申 下青木
昔日 緑が丘北 依 田 ;高 24-0064 みすず台南

緑が丘西 小林かね子 23-1561 みすず台北

城 北 関 雄 23-1466 梅が丘

城 北 青木順子 24-6095 久保林

主任児童委員 金井美智子 23-0965 上 沢

牧 棲井幸三 27-9303 )11 国 分

諏訪形 増;畢重;台 22-4905 黒 坪

諏訪形 赤羽糸子 22-4996 下 堀

2頁 )11 青木純子 24-6727 上 堀

中 村 井 出 二た 24-4848 主任児童委員

城 中 キす 西山淑子 25-4497 t田 山

朝日ケ丘 有賀邦夫 27-7426 伊勢山

三好町 横林保次 22-3365 伊勢山

{卸 所 堀江のり子 22-4860 神科新屋

fmn 所 花井寿み子 24-8713 富士見台

f在日 所 小出やよい 23-1650 野 竹

下 中之条 池田明生 27-7265 西野竹

中之条 中沢あつ子 24-0813 
ネ申
世 井

中之条 日泰 城 稔 25-1502 )11 原

千曲町 倉;畢正勝 23-1500 右 門

千曲町 橋爪博子 26-3767 染 屋

主任児童委員 中;畢昭子 22-3156 染 屋

秋 手口 小林邦人 24-5396 蛇 ;尺

塩
秋 手口 綿貫もと子 27-5202 金 井

上塩尻 官 沼 博 24-2189 
手ヰ
金 井

上塩尻 佐 藤 園 22-8131 大久保

下塩尻 梅原ヨウ子 27-3553 長 島
尻
下塩尻 沓掛益雄 24-5672 長 島

主任児童委員 清水節子 24-5833 長 島

上田原 中 キす '1'主 23-1093 金剛寺

川辺町 中 島 武 24-0342 住吉が丘

)11 
川辺町 後藤正夫 22-9414 主任児童委員

川辺町 田中ゆき子 27-7231 森 ・漆戸

辺
川辺町 北村康子 22-6459 大日木・長入

川辺町 神津温子 27-3031 豊 小井田 ・宮之上
，居<>.. 升 倉升房子 22-5105 中吉田. 
倉 升 尾崎睦子 22-2352 町吉田 ・下吉田

泉
ネ申 t田 中沢正樹 25-6858 ひかり

神 t田 宮寄宏子 24-5050 中長 4EA コ

回
下之条 岡田むつ江 24-6462 林之郷

下之条 中村信善 27-1274 民支 下 郷

築 地 宮津荘一 24-9007 岩清水

東築地 尾形昭七 24-4713 矢 沢

12月1日に全国一斉に民生 ・児童委員の改選が行われ、
上田市では194人が厚生大臣から委嘱されました O 任期は
平成10年12月1日から平成13年11月30日までです。お気軽
にご相談ください。

なお63人のかたが退任されました。長年にわたり社会福

祉の増進にご尽力いただき、心からお礼申し上げます。

じ>問い合わせ 福祉課 (圃⑫51 30) 

氏名 電話 地区 担当地区 氏名 電話

石井昌利 24-0235 
豊殿
赤坂 金子卓三 27-1240 

小林良一 22-5811 主任児童委員 貝梅三枝子 35-2982 

小田中茂子 27-0211 下本郷・東五加 r昌"" 島 久 38-2091 

石黒政子 22-5120 五 力日 永井くに子 38-2757 

金井和子 24-7738 五 力日 宮下景光 38-7011 

棲井いわ於 36-3436 上本郷 宮林昭樹 38-2992 
中村靖典 35-0038 中 里子 小出忠治 38-6057 

今水弥生 35-1964 中 中 野 武田和行 38-7356 

小林き志子 36-4052 学海南 古田文子 38-4426 

小島ふじ子 35-0739 
塩
学;毎北 西 原 匝巴 38-8159 

春 原 t早!~ 35-1842 上小島・下小島 和田幸雄 38-2874 

長島定子 36-2187 保 野 上野光子 38-5678 

矛野車、子 36-2117 由 f呆 野 舘林良裕 38-2426 

矢島武子 36-3094 舞 田 中村つや子 38-4756 

中村千代子 24-9035 八木沢・八舞・
荒川昌輝 38-2172 

青柳好文 22-1028 セレーノ八木沢

飯島貞子 24-2782 
東
平井寺 窪 回 策 38-2704 

柳;畢淑子 22-6318 鈴 子 金井美知 39-0515 

中 ;畢 てF占丁『 23-9588 石 ネ申 龍野重治 38-6348 

小林書子 35-1087 塩 相P ;尺 竹津謙一 38-3681 

清水幸雄 22-3628 下之郷 松川芳江 38-6076 

赤羽湯子 24-2482 国 下之郷 ・桜 横関武徳 38-4591 

赤岡敏雄 27-9168 奈良尾 林 J:ZEE当E記 男 38-2827 

横山二男 27-6788 中 市E 峰村詮子 38-2796 

小林早苗 25-1515 下 市E 室賀文江 38-5015 
北;畢冨二男 27-1600 主任児童委員 窪田三恵子 38-4424 

富田澄子 24-8728 主任児童委員 堀田正美 38-2683 

井出鏡子 24-3029 十 人 武 田 弘 38-2546 

依田かつ子 27-5099 東前山 小池省爾 38-7454 

富島房子 24-8691 西 西前山 児玉正子 38-4008 

中島孝一 27-0082 
塩
手 塚 山 幸 38-5387 

近藤けい子 23-2366 塩田新町 福;畢幸雄 38-3446 

依田昭子 22-9124 回 山 田 東川義士 38-5632 

西入好子 24-6665 野 ，居<>.. 池田善次郎 38-6600 

鳴;畢徳 tl 24-9180 
男IJ
上 手 竹内今子 38-4557 

滝沢き く み 22-2965 ~jC 内 池田重義 38-2997 

土屋孝雄 22-6153 所 大 j窃目 深草千代子 38-2166 

萩原輝子 26-1598 分 去 岡村のり子 38-7512 

佐々木いち子 27-7087 主任児童委員 上野忠雄 38-4668 

「昌『 原 武 24-8694 
仁古田 鈴木京子 31-2608 

岡 村田孝子 31-2862 

倉島秀子 24-0953 
)11 

岡 市川久子 31-3305 

小林英売 27-6086 ;甫 野 市川ゆき 31-2233 

柳;畢美江子 27-8897 ;甫 野 林 フE 員1] 31-2084 

黒木元麿 35-0192 藤之木 小島;美子 31-3634 

坂口興昌 35-1059 越 戸 井運常雄 31-2730 

荻原はるい 35-0736 泉 戸島俊男 24-5299 

吉見文夫 35-2991 泉 赤羽三千男 24-8653 

春日テル子 36-3001 下室賀 古平周平 31-2516 

荒井久美子 27-2373 
部
下室賀・ひばりがE 久保田房子 31-2662 

上原哲夫 27-8008 上室賀 西;畢留男 31-3602 

金;畢紀子 25-0267 よ室賀 西沢のぶ子 31-3698 

渡遺稜子 24-2596 主任児童委員 小山芳子 31-3052 

17.2.1 [4J 
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上田市民生児童委員名簿(敬称略)

地区 担当地区 氏名 電話

踏 入 堀内和一 22-2794 

E音 入 望月美代子 22-8039 

踏 入 柳原仁子 22-0131 

東
泉 町 吉田竹美 24-3427 

上常田 花岡新一 22-4691 

上常田 長崎美奈子 22-1873 

中常田 干高 島 周 23-1670 

下常田 箱山晶子 22-7030 

北常田 若林陸子 24-3963 
部
材木町 加藤精ニ 24-5490 

材木町 藤田三四子 23-1897 
戸吊，;;， 入 ;益還美智子 23-1444 

主任児童委員 早川千賀 22-6598 

南天神町 若林精ニ 22-9420 

泉 平 中村秀夫 22-9652 
南 北天神町 上村常子 24-6037 

北天神町 春原とも江 22-8396 

松尾町 山極勝夫 22-0185 

鷹匠町 甲田久子 27-2323 

本 町 坂井典子 22-5625 

昔日 末広町 岩崎敬子 22-5572 

大手町 滝;畢昌忠 22-0281 

主任児童委員 三音美恵子 22-3671 

横 町 酒井泰成 22-0571 

海野町 近藤正司 22-8066 
中 原 町 干野芳靖 22-1302 

袋 町 山田昭夫 22-5524 

馬場町 綱島久男 22-6013 

田 町 前田幸雄 22-3700 

丸堀町 宮下寄子 24-4922 

央 木 町 浅井常子 25-3511 

北大手 中曽根久住 24-4502 

主任児童委員 小林幸子 23-1467 

上川原柳町 渡遣やす子 27-6317 

上川原柳町 市川嘉代子 22-2774 

下川原柳町 宮島久仁昭 24-0668 

愛宕町 宮坂敏子 22-4049 

上鍛冶町 品桑ゅう子 22-9615 

北
鍛冶町 廉;畢賢司 22-2413 

上房山 宮下英世 23-1344 

下房山 d-b7 • 7l< 博 22-0693 

相P 町 池田鑓子 22-3292 

事庁 田 7l<沢秀紀 22-9278 

来庁 田 柳;畢仁美 24-4535 
部 来庁 田 柳;畢琴子 22-2244 

来庁 田 伊東妙子 24-9070 

来庁 田 小池とくよ 22-7700 

山 ロ 山崎久子 23-3125 
上紺屋町 坂下まさ子 24-4082 

主任児童委員 佐納美和子 27-7908 

西部
下紺屋町 中津良精 24-5764 

下紺屋町 小林冨美子 22-5843 

~2 月 12 日から図書館がますます便利に~

上田市・丸子町・東部町・坂城町 ・真田町 ・青木村の6市町村の

公共図書館にある蔵書(約50万冊)の検索・予約・貸し出し・返却

が、 2月12日(金)から下記の各施設でも行えるようになりますO なお、

2月12日(金)は各館とも午後1時からご利用いただけます。ますます

便利になった図書館をぜひご利用くださ~ iO 

上田地域図書館情報ネットワーク(愛称:エコール)では、今後

も貴重資料のデジタル化とインターネットによる「地域電子図書館』

の研究を推進し、地域住民の皆さ、んの学習支援サービスのいっそう

の充実を図る計画です。 • • • ・上田創造館(上田市立図書館分室。固③11 1 1) 

専任職員を配置し、蔵書は当面約12.000冊でオープンしますO

じ>利用時間月~金曜日 午前9時~午後6時30分

土曜・日曜、祝日 午前9時~午後5時

じ>休館日 毎月末日、年末年始、特別整理期間(約10日間)

.塩田公民館(固⑧6883)・川西公民館(固⑫5004)

じ>利用時間月~金曜日 午前9時~午後5時

じ>休館日 土曜 ・日曜、祝日、年末年始

.長野大学附属図書館(圃⑧0005)

じ>利用時間月~金曜日 午前9時~午後6時

土曜日 午前9時~午後1時

日曜、祝日、年末年始、大学行事、

館内整理期間 (3 月下旬~4月上旬〉

の他 利用対象者は一般社会人08歳以上。高校生を除く)で、
公共図書館および長野大学附属図書館の利用者カードを

所有しているかたに限ります(ただし図書の返却はでき

ますので、備え付けの返却ボックスをご利用くださしi)。

の他 塩田・川西公民館と長野大学附属図書館には、上田市

立図書館の本は配置しません。また利用者カードの発行

は上記施設では行いませんので、未登録のかたは、お手

数ですが上田市立図書館で登録をお願し 1します。

日じ>休館

じ>そ

.そ
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ら本格的に工事着手してl¥く予定です。

現在も市内のいたるところでー下水道工事が行われ、市

民の皆さんには大変ご迷惑をおかけしていますが¥一日

も早く工事が完了するよう努めていきますので、いっそ

うのご理解とご協力をお願いいたします。

.問い合わせ 下水道課 〈固③51 28) 

上田市の

公共下水道

上
田
市
南
部
終
末
処
理
場
完
成
予
想
図

現在上田市では、『上田Jr南部Jr別所温泉Jr中塩田』の
4つの処理区で¥公共下水道事業に着手しています。
『上田処理区』では¥今回の認可拡大により計画区域の

ほぼ全域が認可区域となります。今後は未認可区域の取

り込みを図ってl¥く予定です。

「南部処理区』では¥管きょの布設と終末処理場の建

設を進めています。平成11年度中に終末処理場を完成さ

せ、早期の供用開始を目指しています。

また、「別所温泉処理区』の工事がほぼ完了したのを

受け、今年度より新たに¥『中塩田処理区」で管きょの

布設工事に着手しました。

公共下水道計画最後の処理区となる「神川東処理区』

については、平成10年度中に認可を受け、平成11年度か

[6J 17.2.1 



豊かな自然を守り、清潔で明るく住みやすい街づく

りを進めるため、下水道はたいへん重要な環境施設で、

す。この下水道施設の建設にあたっては、昭和44年か
ら『受益者負担金制度』を設け、建設費の一部を負担

いただいていますO

このたび、公共下水道区域の認可(第6期)拡大に

伴い、新たに受益者負担金・分担金を負担いただく皆

さんを対象に、説明会を開催します。

対象となるのは、右図の区域内に土地もしくは家屋

を所有されているかた、または土地を使用しているか

たで、すO ただし、 7アパート等の借家に入居されている

かたは対象とはなりませんO

対象地区で該当されるかたは、お近くの説明会にご

出席をお願いいたします(お近くの説明会開催日に都

合のつかない場合は、どこの会場でも構いません)。

.第6期受益者負担金・分担金説明会日程表
(よ田処理区)

とき
ところ 自治会

(午後7時から)

2月16日(火) 山口 自治会館 山口

2月17日(水) 伊勢山生活改善センター 伊勢山・住吉が丘

2月18日(木) 伊勢山生活改善センター 伊勢山・住吉が丘

2月19日(金) 神科新屋生活改善センター 神科新屋

2月22日(月) 富士見台公民館 富士見台

2月23日(火) 野 十ケ 公 民 館 野竹

2月24日(水) 西野竹公民館 西野竹

2月25日(ボ J-占R 屋 公 dZE玄恥 S品A三A 染屋

2月26日(到 石 門 公 民 館 岩門

3月1日(月) 笹 井 公 民 館 笹井

3月2日伏) 大久保公民館 大久保

3月3日(水) 黒 坪 公 民 館 黒坪

3月4日(木) 金剛寺生活改善センター 金剛寺

3月5日佳) 神科児童センター 長島

(南部処理区・中塩田地区)

とき
と

甲

ろ 自iムJ:Iム::zx 
(午後了時から)

、岬

2月16日伏) 諏訪形公民館 諏訪形

2月17日(水) 諏訪形公民館 諏訪形

2月18日体) 徒H 所 公 dZb三ゐ 旦....... 御所

2月19日(金) 中之条公民館 中之条

2月22日(月) 中 キす 公 民 館 中村

2月24日(水) 上田原自治会館 上田原・神畑

2月25日(木) 川辺泉田地区防災センター 福田・築地・吉田 l

2月26日(金) 川辺泉田地区防災センター 福田・築地・吉田

3月1日(月) 上 田 意リ 1企回と 館 川辺町・倉升

3月2日(火) 上 田 倉リ 、1aロz 館 川辺町・倉升
3月3日(水) 東築地集会所 東築地

3月4日(木) 半 過 公 民 館 半過

3月5日(金) 下之条公民館 下之条

3月8日(月) 五 力日 公 民 館 五加

3月8日(月) 塩 田 公 民 館 上本郷・中野・上小島

3月9日伏) 五 力日 公 民 館 五加

3月9日(火) 下本郷公民館 下本郷

[7J 17.2.1 

受益者負担金・分担金説明会
時間は各会場とも午後7時から
圃問い合わせ 水道局計画管理課

(困1535、1536) 
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• 池波正太郎真田太平記館

入館者が 1万人に
昨年11月238にオープンした¥「池波正太郎真
田太平記館』の入館者が1月7日に 1万人になリ

ました。

記念すべき 1方人目(j:，丸子町の木下良子さん。
その前後の近内吉生さん〈千葉県入郡宏さん〈京

都府〉とともにくす玉を割り、平尾市長から記念

品が贈呈されました。 豆
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へ
ど
う
ぞ

上
田
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
固
⑧
4
1
1
9
)

市
内
在
住
で
閃
歳
以
上
の
か
た
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

-
童
謡
・
唱
歌
を
楽
し
む
会

マ
と
き

2
月
お
日
嗣
午
前
日
時

加
分
i

マ
資
料
代
日
円

-
い
き
い
き
健
康
教
室

マ
と
き

2
月
刊
日
働
・

3
月
日

日
開
(
午
後

1
時
加
分

i
)

マ
そ

の
他
運
動
の
で
き
る
支
度
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

開
放
保
育
「
子
育
て
講
演
会
」

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

(
南
部
保
育
園
内
固
⑮
3
0
9
6
)

お
子
さ
ん
と
し
っ
か
り
向
か
い
合
っ

て
楽
し
い
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
か
。

子
育
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
わ
か
り
や 市役所代表竃話

回22-4100
園25-4100

同

o 
す
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
と
き

2
月
刊
日
働
午
前

9
時

加
分
j
日

時

こ

ろ

マ

と

こ

ろ

南

部
保
育
園
ホ
l
ル
(
常
田

1
丁
目
・

千
曲
川
沿

い

)

マ

演

題

「

向

か

い
合
い
の
子
育
て
」
マ
講
師
木

内
幸
恵
さ
ん
(
発
達
心
理
相
談
員
)

マ
対
象
未
就
園
児
を
持
つ
保
護

者

マ

定

員

叩

組

マ

主

催

子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

感
質
商
法
に
関
す
る
講
演
会

「
暮
ら
し
の
教
室
』
開
催

生
活
環
境
課
(
固
⑫
5
1
2
0
)

次
か
ら
次
へ
と
手
口
を
変
え
て
登

場
す
る
悪
質
商
法
。

「
私
だ
け
は
だ
い
じ
よ
う
ぷ
」
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
教
室
で
は
、
法
律
の
専
門
家

で
あ
る
弁
護
士
を
招
き
、
被
害
に
あ

わ
な
い
た
め
に
、
相
談
事
例
を
と
お

し
わ
か
り
や
す
く
講
演
し
ま
す
。

マ
と
き

2
月
M
日
側
午
後

1
時

初
分
(

)

2

時

ω分
マ

と

こ

ろ

高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
マ
演
題

「
悪
質
商
法
の
手
口
と
対
策
」
マ
講

師
室
賀
俊
樹
さ
ん
(
長
野
県
弁
護

士

会

)

マ

受

講

料

無

料

問
い
合
わ
せ

環
境
業
務
課
(
圃
⑫
0
6
6
6
)

資
源
回
収
に
こ
升
び
ん
』
を
出
し
た
い
・
・
・
。

一
升
び
ん
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

一
升
び
ん
は
資
源
回
収
に
出
す
・
で
す
か
ら
「
リ
タ
1
ナ
ブ
ル
び
ん
」

• 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
色
別
に
出
し
・
を
資
源
回
収
に
出
し
て
し
ま
う
と
、

て

く

だ

さ

い

。

日

砕

か

れ

て

し

ま

い

ま

す

。

一-f
》
二
升
び
ん
は
、
ビ
ー
ル

び

.

「

リ

タ

i
ナ
ブ
ル
び
ん
」
の
引

一で

も

一

・

!
l
i
-
-
j
j
j
i
:
i
;

F
ト
じ
ん
と
同
様
に
、
洗
浄
す
る
・
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
小
売
庖
に

.
、
く
J
〉
~
く
J
〉
〉
〉
~
〈
/
〉
〉
ラ
〉
〉
〉
〉
〉
3
t〈
J
〉
乃
t
/

こ
と
で
何
回
も
使
え
る

「
リ
タ
l
・
で
き
る
だ
け
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

ナ
ブ
ル
び
ん
」
で
す
。
「
リ
タ
!
日
※
油
の
び
ん
は
、
リ
タ
l
ナ
ブ
ル

ナ
ブ
ル
び
ん
」
と
し
て
回
収
す
る
.
ぴ
ん
と
し
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

-

ほ
う
が
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
資
源
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

• 

で
優
れ
て
い
ま
す
0

・
※
資
源
回
収
で
集
め
た
も
の
は
、

市
が
行
っ
て
い
る
、
び
ん
の
資
日
び
ん
に
限
ら
ず
す
べ
て
工
業
用
原

源
回
収
は
、
回
収
後
び
ん
を
砕
き
、
.
料
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。
き
れ

• 

製
び
ん
工
場
で
新
し
い
ぴ
ん
と
し
・
い
な
状
態
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

て
生
ま
れ
変
わ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
日

燃
や
せ
な
い
ご
み
は
3
分
別
で
出
し
て
/

燃
や
せ
な
い
ご
み
は
:
¥

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
以
外
」
法

「

有

害

ご

み

」

防

に
分
け
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
制

燃
や
せ
な
い
ご
み
の
日
の
収
集
のnH
d
 

は
①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
②
プ
ラ
み

ス
チ
ッ
ク
類
以
外
・
有
害
ご
み
、
に

と
2
台
で
収
集
し
て
い
ま
す
。
そ
な

れ
ぞ
れ
処
理
方
法
が
違
い
ま
す
の
や

で
、
分
別
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
問

ま

す

。

.

プラスチック類 プラスチック類以外 有害ごみ

シャンプーや 陶磁器 乾電池 | 
洗剤等の容器 ゴム類 体温計

ラップや卜レー ガラス食器・ 蛍光管

化粧品のびん

なべ・釜など

-所定の集積所で時間どおりに

塩田・川西地区は朝8時まで、その他の地区は朝
8時30分までに所定の集積所にルールを守ってご

みを出してくださL'。収集日以外にごみを出さな
いでくださL、。
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恥山シ
ん

)

浦
日

員
市
足
二
叩

匂

L
」
一
、
【
【
ポ
J
シ

井

制

お
か
わ
、
川
1
J
桜
島
骨

交

/
ρ

ー
へ

以
示

、

校

i;NJCF
U

臨

R

T
可
1

回
世

肺

上

生
灘
学
習
市
民
大
学
公
開
講
座

明
環
境
問
題
と
健
康
h

講
座

城
南
公
民
館
(
固
⑫
7
6
1
8
)

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
環
境
ホ
ル
モ
ン

な
ど
環
境
問
題
の
現
状
と
、
私
た
ち

は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
考
え
ま
す
。

マ
演
題
「
地
球
環
境
と
生
命
の

危
機
」
マ
講
師
石
津
清
史
さ
ん

マ
と
き

2
月
初
日
出
午
前
日
時

ー
正
午
マ
と
こ
ろ
城
南
公
民
館

マ
入
場
無
料
マ
申
し
込
み

2
月
刊
日

ωー
ロ
日
働
に
電
話
で
ど

う
ぞ
マ
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

N

H
K
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
。

「
都
市
と
廃
棄
物
」
「
ゴ
ミ
学
誕
生
」

「
ゴ
ミ
山
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
等
、

数
多
く
の
ゴ
ミ
問
題
番
組
を
手
掛
け

て
き
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
主
な
著

書
「
ゴ
ミ
か
ら
地
球
を
考
え
る
」

「
ゴ
ミ
く
ん
こ
ん
に
ち
は
」
等
。

募集知
識
・
技
能
を
身
に
付
け

再
就
職
を
し
や
す
く
/

上
回
公
共
職
業
安
定
所
(
固
⑧
8
6
0
9
)

雇
用
促
進
事
業
団
長
野
職
業
能
力

開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
日

1999年も 2月に入リ、時は早く流れていく感じです。私は昨年4月に来日し¥
国際交流員として、日本での生活もかれこれ丸一年目が過ぎようとしています。

振り返ってみれば¥私の日本行きが決まったのも昨年のこの時期であり、期待

と不安が多かったことを思い出します。私は海外での長期滞在経験は他にもあ

りますが¥今回の日本滞在はいろいろと違った感じがた くさんありました。ま

た¥日本は私にとって一番なじみのある固ですが、今回ほど自分が外国人であ

ることを意識させられたことも他にありませんでした。それは、国際交流員と

いう立場上¥常に自分の出生を意識させられることにも起因しますが、一方で

日本のかたがたがまだ外国人との接し方に慣れていないということにもあるの

ではないでしょうか。

海外滞在でよく起こる現象として、母国に対する愛着と執着心が強まること

がありますが¥私も同じく¥国を離れると自分がブラジル人であることを意識

し、誇りを感じることも一段と激しくなりました。しかし¥日系人である私と

しては、日本のことをよく知っていると自信があったものの、交流に関しては

全く貢献できていないことに気づきます。同胞の上田在住フラジル人に対しで

も事務的な援助は少しできているものの¥日伯交流につなげるにはまだまだ時

間のかかる作業であリます。その思いが一番に厳しく感じられたのは¥同じブ

ラジル人が私に対して、「我々とは違うのだなJという漏らし言葉を耳にした
ときです。個人的には少し寂しい思いをしましたが、それはいかにも日系人た

ちが日本で独立した社会を形成してきていることを物語っています。

以前、この欄を通じて在日日系人たちが日本で苦い思いをしたということを

訴えたこともあり、私も日本で¥いくつかいやな思いを経験しましたが、よい

ことの方が多く、今の自分も日本人の助けがあったおかげでもあると感謝して

いるものです。日本人は国際社会に慣れていない¥積極性に欠ける、未熟だと

か批判を受けることもありますが、教養、自己反省、人間の読みの深さ、貢献

心、思いやりが日本人にはあり¥対人関係の成熟した社会は日本ほど優れたも

のはありません。ただ¥大きな課題は如何にしてそれらのよきものを他の国々

にも授けるかということです。日本は世界で数多くの協力プロジェク卜を行っ

ていますが¥相手国の基礎教育普及につながるものなどはあまり目立ちません。

そのようなプロジェク卜を行うのも難しいことと思いますが¥身近な活動とし

ては在日日系人、外国人との交流等を通じて¥それぞれの母国の発展につなが

る情報提供、教育¥専門講座などの協力も考えられるのではないでしょうか。

上田の場合¥市内に数多くの国際交流団体が活動されており¥官民ともども

異文化理解に積極的に取り組んでいます。(仮称)I上回国際交流協会」も検討
中であり¥市民レベルの国際交流、異文化との共生も今後大きく発展していく

ものと思います。

17.2.1 

年
度

4
月
訓
練
生
(
訓
練
期
間

6
か

月
)
を
募
集
し
ま
す
。

マ
訓
練
科
目
テ
ク

ニ
カ
ル

・
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
、
電
気
設
備
科
、

ビ
ル
管
理
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ワ
ー
ク

科

マ

授

業

料

無

料

マ

申

し

込

み

2
月
お
日
働
ま
で
に
上
回
公
共

職
業
安
定
所
ヘ

マ
選

考

方

法

職

業
適
性
検
査
・
面
接

平
成
竹
年
度
計
量
モ
ニ
タ
ー

募
集
し
ま
す
商
工
課
(
固
⑫
5
3
9
5
)

市
で
は
、
商
品
の
量
目
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

マ
任
期
委
嘱
の
日

(
5月
に
予

定

)
i平
成
ロ
年
1
月

白

日

マ

応

募
資
格
①
食
品
関
係
の
販
売
業
を

営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
携
わ
っ
て

い
な
い
か
た
②
昼
間
の
会
議

(
5月

2
回、

7
月、

1
月
)
に
可
能
な
限

り
出
席
で
き
る
か
た
マ
職
務
内
容

指
定
す
る
期
間
内

(
6月
、
日
月
)

に
購
入
し
た
商
品
の
目
方
を
計
っ
て

報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す

マ
募
集

人
数
ロ
名
(
原
則
と
し
て
お
住
ま

い
の
地
区
に
偏
り
な
く
選
考
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
)
マ
応
募
方

法
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
(
ふ
り

が
な
)
、
年
齢
、
家
族
構
成
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
干

3
8
6
1
8
6

0
1
上
田
市
役
所
商
工
課
へ

2
月
初

日
働
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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-・・・・・・・・・圃| 各ホール イベン卜案内 l 
(主催者の都合により変更する場合があります)

上田市民会館
し催

固⑫0760-材木町1-2-3上田市文化会館

時1 い 3と望者は時間は語るのて懇談し人マ o4懇談 参考 い ・市
と 3 ~~ l;t l;t B ~ 1;こ グで
正午き 5の、 30Ib日 にだ ルは

マ2 )へ容内をあら分以内 行をするとく 市政プI 聞ご

こと月25 
お か いたとへ)市民 か意

知秘裏じでまめもの市が星長と の

せ見

ろ 日
せら 訪問間め時 す。す。 、に心関 皆さ

くを

市長室 岡午前9 

だ

だく 圃@( 懇談希懇談市ー長『政運営m を ん さ

さ のと深め(個
L 、

セレスホール
固@0001丸子町文化会館

サンテラスホール
固@l3700東部町文化会館

お知らせ入
札
(
見
積
)
参
加
申
鯖

刊
・

η
年
度
分
の
受
付

管
財
課
(
固
⑫
5
1
1
4
)

平
成
日
年
度
・
ロ
年
度
に
市
が
購

入
す
る
物
品
と
、
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
の
入
札
(
見
積
)
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は

「入
札
(
見
積
)

参
加
願
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
申
請
さ
れ
ま
す
と
、
平
成
日

年

4
月

1
日
か
ら
同
日
年

3
月
幻
日

ま
で
、

2
年
間
有
効
と
な
り
ま
す
。

マ
受
付
期
間
①
物
品
:
・

2
月

1

日
側

i
同
初
日
働
②
建
設
工
事
・

建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

:
3月
1
日

側

i
同
白
日
制

マ
そ

の

他

希

望

者
に
は

「
物
品
」
は
申
請
書
類
(
市

の
指
定
用
紙
)
を
、
「
建
設
工
事
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
は
募
集
要

項
を
、
管
財
課
(
南
庁
舎

3
階
)
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

腕
る
い
選
灘
中
盤
発
様
語

「
入
選
作
品
」
が
決
定

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
固
⑫
5
4
3
8
)

市
民
一
人
ひ
と
り
が
政
治
や
選
挙

に
関
心
を
持
ち
、
常
に
明
る
く
公
正

な
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
と
の
目

的
で
「
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
」
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
入
選
作
品
は
、
次
の
と
お
り

で
す
(
敬
称
略
)
。

-
優
秀
賞

マ

不

正

な

き

選

挙

で

示

せ

正

し

い
民
意
(
諏
訪
形
浅
野
謙
樹
)

マ

投

票

で

築

い

て

い

こ

う

明

る

い

未

来

(

二

中

森

田

俊

樹

)

マ

新

成

人

あ

な

た

の

一

票

未

来

を
き
ず
く
(
南
小
寺
島
絢
一
)

・
佳
作

マ

願

い

を

こ

め

て

清

き

一

票

明

る
い
選
挙
(
五
中
木
倉
弘
貴
)

マ

一

票

は

明

る

い

社

会

へ

の

パ

ス
ポ
ー
ト
(
五
中
杉
下
永
里
子
)

マ
こ
の
一
票
明
る
い
未
来
へ
の

第
一
歩
(
五
中
堀
内
の
り
子
)

マ
投
票
は
明
る
い
未
来
の
第
一

歩
(
塩
田
中
中
沢
あ
い
)
(
塩

田
中
和
田
佑
太
)

マ
築
こ
う
よ

明
る
い
未
来
を
一

票

で

(

塩

田

中

宮

原

貴

樹

)

点
訳
パ
ソ
コ
ン

・
高
速
ダ
ビ
ン
グ
機
が
稼
働

福
祉
課

(固
⑧
5
1
3
0

福
祉
課
で
は
点
訳
用
パ
ソ
コ
ン

2

台
、
プ
リ
ン
タ
ー

2
台
、
朗
読
テ
ー

プ
複
製
用
高
速
テ
ー
プ
ダ
ビ
ン
グ
機

を
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
助
成
事
業
制
度
に
よ
り
購

入
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
機
器
は
、
視
覚
障
害
者

の
か
た
へ
の
情
報
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
を
目
的
と
し
て
、
点
訳
・
朗

読
関
係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
使
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

県
税
滞
納
処
分
に
よ
る

電
話
加
入
権
の
公
売

上
小
地
方
事
務
所
税
務
課
倫
8
7
1
1
8
)

電
話
加
入
権
が
市
価
よ
り
も
安
く

取
得
で
き
ま
す
。

マ
と
き

2
月

9
日

ω午
前
叩
時

i

マ
と
こ
ろ
上
田
合
同
庁
舎

1

階

1
0
1
会
議
室
(
材
木
町

1
丁
目
、

中

央

公

民

館

北

側

)

マ

方

法

競

争

入

札

マ

本

数

数

本

マ

入

札

参
加
者
印
鑑
持
参
で
買
受
人
(
本

人
)
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
双
子
用
ベ
ヒ

l
カ
l

マ
子
ど

も
服
マ
赤
ち
ゃ
ん
用
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

(
B
型
)

マ
エ
レ
ク
ト

l
ン
マ
エ
ン
ジ
ン
付

き
動
力
噴
霧
器

マ
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
マ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ

ー
ト

(
白
、
幻

m
・
幻

m
-
M
叩
)

マ

ス
キ
l
靴
(
幻
佃
i
M
佃
)
マ
ル
ー

ム
ウ
ォ

l
カ
l

マ
ス
ケ

ー
ト
靴

(
M
明

)

マ

民

芸

家

具

マ

本

棚

マ
食
器
棚

マ
洋
服
た
ん
す

マ

木
製
い
す
マ
介
護
用
ベ
ッ
ド
マ

二
段
ベ
ッ
ド
マ
プ
ロ
パ
ン
湯
わ
か

し
器

マ
石
油
ス
ト
ー
ブ

マ
ア
イ

ロ
ン
マ
加
湿
機
マ
電
気
カ
ー
ペッ

ト

マ
バ
イ
ク
・
ス
ク
ー
タ
ー

(日

∞)

マ
自
転
車
(
大
人
用
)

因回目
閤園園
l日生し 不，
I 活 い用 i

:へ環 も昂 ;
:ご境 のに ;
t連課が な 1

t絡(あ つ 1
1を 内りた 1

10線手 も:
lν の;

iRほi

不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い

。
登
録
期
間
は

6

か
月
で
す
。

島

昌

也

マ
冬
用
マ
マ
コ

l
ト
マ
ふ
ろ
用

給
湯
器
(
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
用
)

マ

学
習
机
マ
子
ど
も
用

一
輪
車

マ

ス
ポ
ー
ツ
用
回
転
い
す

マ
犬
小
屋

マ
江
戸
づ
ま
と
袋
帯
マ
柳
こ
う

り

マ
牛
の
く
ら
マ
わ
ら
を
な
う

機
械
(
足
踏
み
)
マ
オ
ル
ガ
ン

マ
編
み
機

[10J 11.2.1. 



• 地元にこだわるそば処

「ささら亭」オープン
ところ/室賀温泉ささらの湯

(上田市農林漁業体験実習館)

営業日/毎週日・月・金・土曜日

営業時間/午前11時30分~午後2時

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(η
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
)

木

内

善

治

大

久

保

飯

田

貴

子

下

郷

児
玉
は
つ
ゐ
緑
が
丘
北

中

村

茂

北

大

手

平

林

紀

雄

桜

台

比
田
井
昭
信
吉
田

六
川
喜

一
郎
中
吉
田

西
津
袈
裟
治
久
保
林

上

松

副

治

神

畑

金

子

隆

良

赤

坂

市

川

信

幸

石

神

柳

津

千

之

助

小

泉

神

林

恒

夫

下

郷

〉

省
エ
ネ
を
心
が
け
て

地
球
温
暖
化
を
防
止

生
活
環
境
課

(固
⑫
5
1
2
0
)

ム一品目員委Lru 
性

)

2

月
は
、
「
省
エ
ネ
月
間
」
で
す
。

苦

4

区

2

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
温
室

開
一

1
効
果
ガ
ス
の
削
減
が
急
務
に
な
っ
て

苛
タ

5

西
ン
③
い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
に

.セー
合
援
(
向
け
、
特
に
暖
房
用
等
エ
ネ
ル
ギ
ー

閣
安
槻
消
費
が
増
大
す
る
冬
季
に
、
も
う
一

断
食
間
度
身
の
回
り
を
点
検
し
、
省
エ
ネ
に

活

市

努

め

ま

し

ょ

う
。

一
人
ひ
と
り
の
実

賀

回

せ

室
上
わ
行
が
、
や
が
て
は
子
ど
も
や
孫
を
守

唯
る
こ
と
に
な
り
ま
す
o

間
-
家
庭
で
で
き
る
冬
の
省
エ
ネ

ー
①
暖
房
の
室
温
設
定
は
別
℃
以
下
に
。

.主催66 71 77 74 73 82 95 51 57 80101 25 67 

窪山倉坂山鈴中丸柳市中甲春久青中箱河関
田宮津口寄木津山沢川津田原原木野山合

よ茂 は はか
忠清秀常 ね春八 俊 る由敏賢 る子茂
吉美男子貫子雄郎勇治恵よ紀夫三茂子よ樹

小院築下山金秋中保材秋西ひ倉大上小伊東
牧内地郷口井和之野木和脇か升屋房井勢前

条町 り 山田山山

円
一
関
荘
太
郎

防
一
塚
原
忠
雄

仰
い
山
浦
か
す
子

引
け
い
宇
田
川
昭
雄

幼
一
宮
島
房
雄

回
一
深
町
寿
美
子

純
一
矢
島
高
平

副

一

泉

ヒ

デ

川
町
一
浦
原
ま
ん

回
一
北
津
松
夫

同

一

成

津

司

n
…
出
崎
友
吉

口
一
牧
内
隆
二

円
一
馬
場
と
く
よ

mm
一
宮
本
玲
子

筋
一
小
田
静
枝

制
一
干
場
千
為
子

刊
一
清
水
宏
和

卯
一
松
津
キ
ミ

越
戸
伊
勢
山

川
辺
町

緑
が
丘
西

八
木
沢

常
入
久
保
林

川
辺
町

諏
訪
部

上
川
原
柳
町

緑
が
丘
西

上
川
原
柳
町

中
組
八
木
沢

十
人

み
す
ず
台
南

下
室
賀

木
町
北
常
田

②
お
ふ
ろ
の
シ
ャ
ワ
ー
は
流
し
っ
放

し
に
し
な
い
。
お
湯
が
さ
め
な
い

う
ち
に
連
続
し
て
入
浴
を
/

③
テ
レ
ビ
・
暖
房
機
器
の
つ
け
っ
放

じ
を
控
え
、
主
電
源
を
こ
ま
め
に

切
り
ま
し
ょ
う
。

④
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
掃
除
機
を
効

率
的
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
自
動
車
の
駐
停
車
時
は
エ
ン
ジ
ン

を
ス
ト
ッ
プ
。
ま
た
、
急
発
進
・

空
ぶ
か
し
の
抑
制
を
/

⑥
自
動
車
の
利
用
を
自
粛
し
、
徒
歩

や
自
転
車
の
利
用
を
/

ま
だ
ま
だ
実
行
で
き
る
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
限
り
あ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

ω
∞
一
小
池
光
子
新
田

同

一

林

重

正

上

紺

屋
町

打

一

上

原

重

人

倉

升

mm
…
荒
木
ふ
ぢ
こ
上
室
賀

同
一
竹
内
松
江
仁
古
団

側

一

横

内

静

雄

新

田

均

一

上

原

う

め

石

神

鎚

一

竹

田

美

保

踏

入

ω
一

原

安

正

大

屋

同
日
一
鈴
木
良
上
室
賀

同

一

藤

極

源

善

倉

升

n
一
若
山
良
子
奈
良
尾

刊

一

宮

津

茂

小

泉

卯
一
足
立
勝
康
下
塩
尻

m
一
山
寄
す
み
江
山
口

側

一

西

国

光

子

国

分

M

仰い

清
水
佐
喜
雄
下
之
郷

4
せ
回

h
d
q
δ
-

nu
・

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
も
、
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
等
が
受
け
ら
れ
る
『
市
民
力

i
ド』

81 71 82 45 85 85 86 96 67 74 87 77 71 81 90 85 79 

次
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
第
印
回
上
田
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会
様
/

8
7
2
6
0
0
円
/
ス
ポ
ー
ツ
振

興
基
金
ヘ

マ
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
ゴ
ル
フ
競
技
会
様

/
4
8
4
3
5
円
/
ス
ポ
ー
ツ
振

興
基
金
ヘ

マ
伊
東
邦
夫
様
(
緑
が
丘
3
)
/月
刊

ル
ー
ツ
教
育
平
成
凶
年
間
月
創
刊

号
か
ら

1
年
分

マ
第
六
中
学
校
・
故
橋
詰
修
教
諭

ご
遺
族
・
橋
詰
け
さ
江
様
、
橋
詰

昌
史
様
、
橋
詰
知
志
様
/
閃
万
円

/
上
田
市
育
英
会
基
金
と
し
て

マ
堀
内
桂
舟
様
(
小
牧
)
/
書
額
「
千

曲
川
」

マ
由
良
綱
雄
様
(
古
里
)
/
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
ピ
ア
ノ

1
台
/
神
科
第
二
保

育
園
ヘ

マ
上
小
広
告
美
術
塗
装
事
業
協
同
組
合

様
(
天
神
4
)
/
神
科
第

一
・
第
二
保

育
園
園
庭
遊
具
塗
装
工
事

一
式

マ
冊
桜
井
産
業
様
(
中
之
条
)
/
印
万

円
/
東
塩
田
小
学
校
備
品
整
備
に

マ
匿
名
/
叩
万
円
/
社
会
福
祉
に

マ
服
部
滝
蔵
様
(
上
田
原
)
/
1
5
0
0

∞
普
通
車
/
報
恩
寮
ヘ

マ
田
中
千
代
子
様
(
京
都
市
)
/
叩
万

円
/
点
字
図
書
館
備
品
購
入
費
に

マ
松
井
民
雄
様
(
神
畑
)
/
絵
画
「
春

暁」

1
0
0号
/
第
四
中
学
校
創

立
幼
周
年
記
念
に

マ
窪
田
英
夫
様
(
築
地
)
/
書
籍
「
厳

流
千
曲
川
を
育
む
水
環
境
」
改
訂

版
幻
冊
/
市
内
小
中
学
校
へ

マ
児
玉
芳
子
様
(
上
田
原
)
/
お
と
な

の
絵
本
真
綿
の
カ
ン
バ
ス
臼
冊
/

高
齢
者
福
祉
向
上
に

マ
匿
名
/
叩
万
円
/
高
齢
者
福
祉
に

マ
山
本
勤
様
(
豊
橋
市
)
/
1
3
0

0
0
円
/
点
字
図
書
館
整
備
に

マ
J
A
信
州
う
え
だ
女
性
部
塩
田
支

会
様
/
7
万
円
/
社
会
福
祉
に

マ
ホ
ッ
グ
ハ
ウ
ス
様
(中
央
北
3
)
/

1
0
2
0
0
円
/
交
通
遺
児
に

マ
村
居
育
子
様
(
中
央
2
)
/
初
万
円

/
高
齢
者
福
祉
に

マ
正
木
由
布
様
(
日
野
市
)
/
山
本
鼎

作
菓
子
鉢
/
山
本
鼎
記
念
館
に

マ
塩
田
陶
芸
会
代
表
久
保
桂
志
様

(五
加
)/
3
万
円
/
社
会
福
祉
に

マ
神
川
老
連
様
/
ぞ
う
き
ん

1
0
0

枚
/
神
川
小
学
校
の
美
化
に

マ
匿
名
/
3
万
円
/
交
通
遺
児
に

マ
ス
ナ
ッ
ク
た
ま
様
(
中
央
3
)
/

1
9
9
2
3
円
/
社
会
福
祉
に

マ
上
田
商
工
会
議
所
様
/
風
間
完
画

伯
作
「
真
田
太
平
記
挿
絵
」
日
枚
、

六
文
銭
入
り
し
ん
ち
ゅ
う
火
鉢
一

基
、
陶
芸
研
究
家
加
藤
壮
次
郎
氏

作
の
陶
、と
書
に
よ
る
「
真
田
太
平

記
」
日
景
・
日
揃
/
池
波
正
太
郎

真
田
太
平
記
館
の
展
示
品
と
し
て

マ
中
山
章
様
(
駒
ヶ
根
市
)/
1
0
0

0
0
円
/
点
字
図
書
館
整
備
に

マ
池
田
正
治
様

(国
分
1
)
/
児
童

用
図
書
町
冊
/
神
川
小
掌
校
ヘ

マ
尾
崎
蒼
石
様
(
大
阪
市
)
/
築
刻
・

書

6
点
/
市
内
小
中
学
校
等
ヘ

マ
梅
錦
削
適
様
(
大
阪
府
箕
面
市
)

/

水
墨
画

1
幅

(平
成
叩
年
臼
月
日
日
受
付
分
ま
で
)

へ
の
切
り
替
え
は
お
済
み
で
す
か
。
マ
問
い
合
わ
せ

市
民
課
(
圃
③
5
3
3
4
)

77.2.1 
「
i
l
J

d
E
E
E

・

4
E
E
-
-

「
E
E
L



E D U G H T しA E H 

『
休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
・
上
回
南
部
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

[12J 

国各種検診の申し込みはお済みですか

1月中旬にお届けしたはがきの「平成11年度各種検

診の申込書」で検診の申し込みはお済みですか。 各

自治会への提出の締切日は1月29日仕)でしたが、まだ
提出されていないかたがいましたら、直接健康推進課

(市役所南庁舎1階)または、各支所まで提出してく
ださ L、。

最終の締切日は2月12日(金)です。

なお、記入方法などは 1月16日号の「広報」の検診

のご案内についてをよくご覧ください。

※症状のあるかたは、かかりつけの病・医院でご相談くださL、。

ド
l 健康推進課(⑩固岡醐⑮⑮仰8幻似24糾4

.寝たきり老人をささえる家族の会

マとき 2月12日(金)午後1時30分"-'3時マところ

保健センター(市役所南庁舎2階〉 マ内容体操

(講'師…体育指導委員)、話し合い マ問い合わせ健

康推進課(固③51 3 1) 

)
一

し

~

吸
が

団
一
た
増
い

を

診

集
一
か
急
~
。~
コ
検

o

b
一
の
が
い
す
い
パ
は
す

悌
一
よ
ゐ
一
ま
一
タ
花
で

ん
一
以
か
~ぃ
~
に
か
要

が
一
歳
肺
山
て
山
特
う
必

肺
一
利
一
マ
マ

大揚検診(集団)

40歳以上の
かTこ
マ申込者に
は容器が
配布され
ます。

胃検診(集団)

35歳以上のかた
マバリウムを飲み、 X
線写真を撮ります。
マがんの他に、ポリー
プやかいようが見つ
かっています。
マ早期発見によって
大きな手術をしなく
てすみます。

基本健康診査と
大腸検診

40歳以上のかた・
マ高血圧、心臓病、
糖原病などの成人
病予防に。
マ病・医院で受けら
れます。

-双子・三つ子のお父さんお母さんのつどい

上田保健所では、保育園・幼稚園等に入園前の双子

三つ子のお父さん、お母さん、または妊娠中のかたを

対象に、双子・ 三つ子の育児について学んだり、交流

をするつどいを開催しますO

双子・三つ子を育てる中での悩み ・苦労・楽しさ ・

喜び等話してみませんか?

託児もあり ますので、お気軽にお出かけください。

マとき 3月1日何)午後1時30分"-'3時30分マと

ころ 丸子町保健センター(丸子町役場前〉 マ内容

講演「双子・ 三つ子の子育てについてJ(講師…長
野県立こ ども病院新生児科・田村正徳さん)、交流会

マ参加費無料マ申し込み 2月15日(月)までに上

田保健所保健予防課(固⑫7149)へ電話で、どうぞ。

.交通指導員名簿(敬称略)

地区 交通指導員 電話 地区 交通指導員 電話

竹内和夫(常入1) 22-4746 
泉田
島下辰雄(福田) 22-8743 

東部 尾崎宏(中央2) 22-2927 石井美智子(小泉) 24-0568 
清水秀子(常国3) 24-6283 

神)11
高島利男(大屋) 35-0239 

干場文男(天神1) 23-0612 栗内まち子(国分1) 24-6958 

南部
字梶猛仁(天神4) 22-7880 佐腺光王(上回) 27 -0569 

加牒友一(中央1) 22-0931 神科 石松隆夫(上野) 26-8270 

71<出秀子(大手2) 22-5665 諏訪みち子(上野) 27-0458 

中央
荒井一男(中央3) 22-2567 

豊殿
佐牒久夫(芳田) 35-1725 

牧野恒男(中央4) 23-2720 有坂淳(殿城) 24-8521 

北部
水野恒雄(中央5) 22-6864 東塩田 横関武徳(下之郷) 38-4591 
片岡一雄(上田) 23-1834 溜田満洲男(本郷) 38-6867 

角谷栄輝(中央西1) 22-4310 中塩田 ニ原田英幸(中野) 38-5982 

西部 荻原一良(緑が丘3) 23-0907 若林和子(本郷) 38-2682 
中沢房美(常磐城1) 22-5790 

西塩田
曲尾文孝(前山) 38-3638 

小林雄三郎(諏訪形) 25-1581 小池和子(手塚) 38-5998 
城下
渡辺清隆(諏訪形) 22-2757 別所 円IJ橋信次(男IJ所温泉) 38-2900 

塩尻 佐藤重義(秋和) 22-5727 笠原牒冶(浦野〉 31-3389 
小林誠一郎(上田原) 24-1561 川西 小山栄次(浦野) 31-2130 

川辺 竹内健志(神畑乙) 24-0562 泉光子(岡) 31-2666 

森 吉子(上田原) 24-8518 問い合わせ/父通対策課(固@5129) 

上田市では、市長が委嘱した39
人の交通指導員が皆さんの地域で

交通安全のために活躍しています。

交通指導員は、街頭で交通指導

を行う ほか、 高齢者や子どもたち

の交通安全教室を開催したり、各

種のイベントでは交通誘導ボラン

ティアとしてイベントを影で支え

ています。

交通指導員は、地域の皆さんの

交通安全のために市役所と直結し

た活動をしています。

交通安全についての相談や、カー

ブミラーの設置など交通安全施設

の整備要望についても、皆さんの

まちの交通指導員にお気軽に声を

お掛けください。

私
た
ち
の
ま
ち
の

「交
通
指
導
員
」
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平成10年中は曜日別では月曜日と木曜日が、時間別では午前
7時'"'-'9時と午後4時'"'-'7時に交通事故が多発しました。

交差点での安全確認、徐行や一時停止をしなかっ たために多

くの事故が起きています。自動車乗車中に事故で亡くなった人

(事故から24時間以内に死亡した人)のほとんどはシート ベル
トを装着していませんでした。

シートベル トをき ちんと装着して、 安全運転に努めましょ うO

上田市の事故状汎
(上田警察署の資料より)

11.2.1 

809件

1 0 1 8人

7人

交通事故件数

交通事故による死者数

(事故から24時間以内に死亡した人数)
交通事故による傷者数


